
理工学部 NEWs       

    

 
 

生命科学・化学系に新任教員が着任しました 

冨宿（ふうしゅく）賢一 准教授 

 

専門分野：有機化学、酵素化学 

 

研究紹介：生体内で様々な代謝反応をつかさどる酵素を用いる物質変換

法は、温和な条件下で利用可能であり、環境にやさしく省エネルギーを

可能にします。環境調和型の物質合成プロセスの基盤となる、新規かつ

斬新な酵素・微生物触媒反応を開発し、有用物質の合成へと展開する研

究を進めています。 

 

担当科目：理工実験実習Ⅰ・有機化学Ⅱ 他 

 

電気電子工学系 伊庭健二教授がスマートコミュニティ実証事業における 

シンポジウムにパネリストとして参加しました 

沖縄県宮古島市で行われたスマートコミュニティの実証事業におけるシンポジウム「～島しょ型

スマートコミュニティの可能性～」に電気電子工学系 伊庭健二教授がパネリストとして参加いた

しました。 

 宮古島市は島内で消費した電力エネルギーを数値化し、パソコンやタブレットなどで確認できる

システムを構築しています。インフラ、情報通信、電力やエネルギーなどを有効的に活用しようと

いう次世代の街づくりを実施しており、その取り組みについて他のパネリストと意見を交わしまし

た。（宮古新報（2 月 19 日発行）には伊庭教授のコメントも掲載されています。） 

 

環境・生態学系 吉澤秀治教授の取り組みが 

市内広報「清流 news』」に掲載されました 

 

環境・生態学系 吉澤秀治教授による「東京グリーン・

キャンパス・プログラム」の取り組みが、日野市内広報誌

『清流 news  Vol.102』（日野市 環境共生部 発行）に

掲載されました。 
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明星大学 理工学部の取り組み 

明星大学 理工学部は総合理工学科という一つの学科の中に、 

「物理学系」「生命科学・化学系」「機械工学系」「電気電子工学系」「建築学系」「環境・生態学系」

という 6 つの学系が設置されています。 

１年次は、6 つの学系を横断した共通プログラムに基づいた授業を行い、理学、基礎科学、工学

を総合的に学びます。そのなかでも、１年次の必修科目「プロジェクトⅠ」「理工実験実習Ⅰ」は 

理工学への興味をさらに引き出すため、教員が毎年趣向を凝らしながら実施しています。 

昨年度はプロジェクトⅠ（夏休み科学体験教室）でベラルーシ国立大学から留学生を招聘し、

国際交流を深めました。 

 

「夏休み科学体験教室」とは、地域の小・中学生に「科学」の楽しさ・おもしろさ・夢を伝

えるために、理工学部が毎年企画している地域密着型の体験教室です。 

理工学部の 1 年生が、必修科目「プロジェクトⅠ」の授業を通して学んだ内容を、当日集ま

った小・中学生の先生となり、授業や実験を行います。（写真は昨年度の様子） 

今年度は 7 月 26 日（日）に実施予定です。 


